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■
は
じ
め
に

本
火
災
は
、
令
和
６
年
10 

月
に
発
生

し
た
一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
の
火
災
で

あ
る
。

本
施
設
は
広
大
な
敷
地
、
複
雑
な
内

部
構
造
で
あ
り
、
鎮
火
ま
で
に
時
間
を

要
し
た
も
の
の
、
施
設
の
設
備
を
有
効

活
用
し
な
が
ら
消
火
活
動
を
実
施
し
て

い
る
。

■
火
災
概
要

構
造
様
式

Ｒ
Ｃ
造
陸
屋
根
地
下
３
階
地
上
７

階
建
一
般
廃
棄
物
処
理
施
設

建
９
，２
７
５
㎡
／
延
３
０
，１
９

７
㎡

焼
損
程
度

・
ご
み
焼
却
施
設
ご
み
ピ
ッ
ト
内

に
お
い
て
、
ご
み
２
，０
０
０
㎥

焼
損

・
５
階
見
学
ホ
ー
ル
及
び
ク
レ
ー

ン
操
作
室
の
窓
破
損

・
屋
上
採
光
用
窓
破
損

■
災
害
状
況

覚
知
時
刻
　
22
時
11
分

第
１
出
場
　
22
時
12
分

第
２
出
場
　
22
時
43
分

鎮
圧
時
刻
　
翌
６
時
54
分

鎮
火
時
刻
　
翌
12
時
30
分

■
活
動
内
容

「
Ｈ
管
内
高
層
建
物
火
災
、
大
阪
広
域

環
境
施
設
組
合
Ｈ
工
場
出
火
」の
火
災
指

令
で
消
防
隊
が
出
場
し
た
。Ｈ
消
火
隊
が

走
行
中
に
臭
気
を
確
認
、Ｈ
救
助
隊
到
着

時
に
は
屋
上
よ
り
黒
煙
を
認
め
て
い
る
。

先
着
消
火
隊
が
到
着
し
、
ホ
ー
ス
延

長
作
業
と
並
行
し
て
施
設
関
係
者
か
ら

情
報
収
集
を
実
施
し
、「
搬
入
車
両
が
、

ご
み
ピ
ッ
ト
に
ご
み
を
投
入
後
す
ぐ
に

大
き
な
爆
発
が
２
回
発
生
し
、
ご
み

ピ
ッ
ト
内
に
貯
留
し
て
い
る
ご
み
が
広

範
囲
に
わ
た
っ
て
燃
焼
し
て
い
る
」と
の

情
報
を
入
手
。
２
階
ご
み
投
入
扉
に
至

り
、
ご
み
ピ
ッ
ト
内
に
て
50
㎥
の
燃
焼

を
確
認
し
す
ぐ
さ
ま
燃
焼
実
体
に
向
け

放
水
を
開
始
し
た
。
指
揮
本
部
は
情
報

担
当
よ
り
、
ご
み
ピ
ッ
ト
内
の
燃
焼
状

況
及
び
筒
先
数
が
不
足
し
て
い
る
と
い

う
情
報
を
入
手
し
第
２
出
場
を
要
請
。

初
期
の
ご
み
ピ
ッ
ト
内
は
ご
み
が
激
し

く
燃
焼
、
濃
煙
熱
気
が
立
ち
込
め
進
入

は
困
難
な
た
め
、
消
火
活
動
の
方
針
は

ご
み
ピ
ッ
ト
内
へ
の
進
入
が
可
能
と
な

る
ま
で
は
、
煙
の
流
入
等
が
な
い
２
階

ご
み
投
入
扉
か
ら
の
大
量
放
水
と
し
た
。

以
後
、
継
続
し
て
４
カ
所
の
ご
み
投

入
扉
よ
り
６
口
で
の
放
水
を
実
施
。
そ

の
後
、
ダ
ブ
ル
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
ノ
ズ
ル

の
使
用
や
、
長
期
的
な
活
動
を
想
定
し

て
タ
レ
ッ
ト
放
水
に
切
り
替
え
る
な
ど
、

効
率
的
な
消
火
活
動
を
実
施
し
た
。
ま

た
、
消
防
隊
の
放
水
と
並
行
し
て
、
施

設
職
員
の
操
作
に
よ
り
放
水
銃
か
ら
の

放
水
も
継
続
し
て
実
施
し
た
。

火
災
の
中
期
以
降
ご
み
ピ
ッ
ト
内
の

状
況
が
変
化
し
屋
内
進
入
が
可
能
と

な
っ
た
た
め
、
消
火
隊
及
び
救
助
隊
が

５
階
ご
み
ピ
ッ
ト
内
の
安
全
な
場
所
に

転
進
、
連
結
送
水
管
の
放
水
口
よ
り

ホ
ー
ス
延
長
。
面
体
着
装
後
、
熱
画
像

直
視
装
置
を
使
用
し
、
熱
源
を
確
認
し

な
が
ら
の
俯
瞰
注
水
を
実
施
し
た
。
俯

瞰
注
水
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
効

率
よ
く
燃
焼
実
態
に
注
水
す
る
こ
と
が

可
能
と
な
り
鎮
圧
及
び
鎮
火
に
至
っ
た
。

■
大
阪
広
域
環
境
施
設
組
合
廃
棄
物

　処
理
場
に
つ
い
て

大
阪
広
域
環
境
施
設
組
合
は
、
大
阪

市
、
八
尾
市
、
松
原
市
、
守
口
市
か
ら

排
出
さ
れ
る
一
般
廃
棄
物
の
焼
却
処
理
、

埋
立
処
分
を
共
同
で
行
う
一
部
事
務
組

合
で
あ
り
、
２
０
１
４
年
に
設
立
さ
れ

た
。
廃
棄
物
処
理
施
設
は
大
阪
市
内
に

６
カ
所
存
在
し
、
１
カ
所
あ
た
り
１
日

最
大
約
９
０
０
ｔ
の
ご
み
を
焼
却
し
て

い
る
。
24
時
間
３
６
５
日
稼
働
し
、
施

設
職
員
も
常
駐
す
る
施
設
で
あ
る
。

塵
芥
収
集
車
に
よ
っ
て
収
集
さ
れ
た

ご
み
は
ご
み
投
入
扉（
施
設
断
面
図
中

（
以
下
、「
図
中
」と
す
る
）①
）よ
り
投
入

さ
れ
、
ご
み
ピ
ッ
ト
内（
図
中
②
）に
集

積
さ
れ
る
。
集
積
さ
れ
た
ご
み
は
ご
み

ク
レ
ー
ン
操
作
室
で
の
遠
隔
操
作
に
よ

り
ご
み
ク
レ
ー
ン（
図
中
③
）を
操
作
し
、

投
入
ホ
ッ
パ（
図
中
④
）ま
で
運
ば
れ
、

焼
却
炉
へ
と
進
み
焼
却
に
至
る
。
施
設

内
に
は
、
焼
却
炉
の
稼
働
状
況
を
は
じ

め
、
貯
留
し
て
い
る
ご
み
の
量
や
ご
み

の
温
度
検
知
を
行
う
設
備
が
あ
り
、
ご

み
が
一
定
温
度
以
上
に
な
れ
ば
施
設
に

設
置
さ
れ
た
放
水
銃
が
自
動（
手
動
も

可
）作
動
し
消
火
を
行
う
。

■
活
動
の
ポ
イ
ン
ト

本
施
設
は
広
大
な
敷
地
面
積
が
あ
り
、

施
設
内
部
の
構
造
も
複
雑
で
あ
っ
た
。

そ
う
し
た
施
設
で
の
火
災
は
、
早
期
に

災
害
点
の
確
認
や
燃
焼
状
況
等
の
情
報

を
収
集
の
う
え
、
収
集
し
た
情
報
を
も

と
に
活
動
方
針
を
決
定
し
、
出
場
隊
で

共
通
認
識
を
持
っ
て
活
動
す
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
。

本
火
災
は
、
ご
み
を
集
積
す
る
ご
み

ピ
ッ
ト
内
で
発
生
し
て
い
る
。
ご
み

ピ
ッ
ト
内
は
十
数
メ
ー
ト
ル
の
深
さ
が

あ
り
４
、５
階
層
分
の
高
さ
を
有
し
て

い
る
。
ピ
ッ
ト
内
で
火
災
が
発
生
し
た

際
の
活
動
ポ
イ
ン
ト
を
３
点
紹
介
す
る
。

①
　
消
火
活
動
場
所

ご
み
投
入
扉
か
ら
の
放
水
は
注
水

死
角
部
分
が
あ
り
、
ご
み
ピ
ッ
ト
内

の
全
て
の
ご
み
に
対
し
て
有
効
な
放

水
と
は
な
ら
な
い
た
め
、
上
階
か
ら

の
俯
瞰
注
水
が
で
き
る
位
置
に
筒
先

部
署
し
俯
瞰
注
水
す
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。

②
　
施
設
に
設
置
さ
れ
て
い
る
設
備
の

 

活
用

本
施
設
に
は
連
結
送
水
管
、
放
水

銃
等
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら

を
有
効
活
用
す
る
こ
と
で
効
率
的
な

消
火
活
動
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
今
回
の
火
災
で
は
、
放
水
銃
や

ピ
ッ
ト
内
の
排
煙
設
備
を
操
作
し
て

い
る
施
設
職
員
と
連
携
し
た
活
動
が

実
施
さ
れ
て
い
た
。

③
　
資
器
材
の
有
効
活
用
及
び
連
携
し

 

た
活
動

ピ
ッ
ト
内
が
濃
煙
の
場
合
は
熱
画

像
直
視
装
置
等
を
使
用
し
、
熱
源
の

確
認
作
業
と
並
行
し
て
の
消
火
活
動

が
必
要
と
な
る
た
め
、
消
火
隊
と
救

助
隊
が
連
携
し
た
活
動
を
行
う
こ
と

が
重
要
で
あ
る
。
ま
た
、
タ
レ
ッ
ト

や
ク
ロ
ス
フ
ァ
イ
ヤ
ー
放
水
銃
な
ど
、

長
時
間
放
水
に
適
し
た
放
水
器
具
の

使
用
も
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。

■
ま
と
め

本
施
設
は
広
大
な
敷
地
面
積
か
つ
複

雑
な
内
部
構
造
で
あ
り
、
ま
た
周
辺
の

水
利
状
況
も
充
足
し
て
い
る
と
は
言
え

な
い
状
況
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
施

設
で
の
火
災
は
消
火
活
動
が
難
航
す
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
ま
た
、
同
様
の

施
設
は
Ｈ
管
内
だ
け
で
は
な
く
市
内
に

複
数
存
在
し
て
い
る
た
め
、
該
当
署
及

び
近
隣
署
は
警
防
調
査
や
図
上
訓
練
等

を
実
施
し
、
施
設
の
特
徴
や
活
動
の
ポ

イ
ン
ト
を
理
解
し
て
お
く
こ
と
で
火
災

の
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
こ
と
が
で

き
る
と
考
え
る
。

施設断面図

ごみピット内への注水

ごみ投入扉付近での活動状況

コ
マ
ン
ド
ア
イ

様
々
な
事
案
か
ら
災
害
活
動
を
振
り
返
る
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■
は
じ
め
に

本
火
災
は
、
令
和
６
年
10 

月
に
発
生

し
た
一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
の
火
災
で

あ
る
。

本
施
設
は
広
大
な
敷
地
、
複
雑
な
内

部
構
造
で
あ
り
、
鎮
火
ま
で
に
時
間
を

要
し
た
も
の
の
、
施
設
の
設
備
を
有
効

活
用
し
な
が
ら
消
火
活
動
を
実
施
し
て

い
る
。

■
火
災
概
要

構
造
様
式

Ｒ
Ｃ
造
陸
屋
根
地
下
３
階
地
上
７

階
建
一
般
廃
棄
物
処
理
施
設

建
９
，２
７
５
㎡
／
延
３
０
，１
９

７
㎡

焼
損
程
度

・
ご
み
焼
却
施
設
ご
み
ピ
ッ
ト
内

に
お
い
て
、
ご
み
２
，０
０
０
㎥

焼
損

・
５
階
見
学
ホ
ー
ル
及
び
ク
レ
ー

ン
操
作
室
の
窓
破
損

・
屋
上
採
光
用
窓
破
損

■
災
害
状
況

覚
知
時
刻
　
22
時
11
分

第
１
出
場
　
22
時
12
分

第
２
出
場
　
22
時
43
分

鎮
圧
時
刻
　
翌
６
時
54
分

鎮
火
時
刻
　
翌
12
時
30
分

■
活
動
内
容

「
Ｈ
管
内
高
層
建
物
火
災
、
大
阪
広
域

環
境
施
設
組
合
Ｈ
工
場
出
火
」の
火
災
指

令
で
消
防
隊
が
出
場
し
た
。Ｈ
消
火
隊
が

走
行
中
に
臭
気
を
確
認
、Ｈ
救
助
隊
到
着

時
に
は
屋
上
よ
り
黒
煙
を
認
め
て
い
る
。

先
着
消
火
隊
が
到
着
し
、
ホ
ー
ス
延

長
作
業
と
並
行
し
て
施
設
関
係
者
か
ら

情
報
収
集
を
実
施
し
、「
搬
入
車
両
が
、

ご
み
ピ
ッ
ト
に
ご
み
を
投
入
後
す
ぐ
に

大
き
な
爆
発
が
２
回
発
生
し
、
ご
み

ピ
ッ
ト
内
に
貯
留
し
て
い
る
ご
み
が
広

範
囲
に
わ
た
っ
て
燃
焼
し
て
い
る
」と
の

情
報
を
入
手
。
２
階
ご
み
投
入
扉
に
至

り
、
ご
み
ピ
ッ
ト
内
に
て
50
㎥
の
燃
焼

を
確
認
し
す
ぐ
さ
ま
燃
焼
実
体
に
向
け

放
水
を
開
始
し
た
。
指
揮
本
部
は
情
報

担
当
よ
り
、
ご
み
ピ
ッ
ト
内
の
燃
焼
状

況
及
び
筒
先
数
が
不
足
し
て
い
る
と
い

う
情
報
を
入
手
し
第
２
出
場
を
要
請
。

初
期
の
ご
み
ピ
ッ
ト
内
は
ご
み
が
激
し

く
燃
焼
、
濃
煙
熱
気
が
立
ち
込
め
進
入

は
困
難
な
た
め
、
消
火
活
動
の
方
針
は

ご
み
ピ
ッ
ト
内
へ
の
進
入
が
可
能
と
な

る
ま
で
は
、
煙
の
流
入
等
が
な
い
２
階

ご
み
投
入
扉
か
ら
の
大
量
放
水
と
し
た
。

以
後
、
継
続
し
て
４
カ
所
の
ご
み
投

入
扉
よ
り
６
口
で
の
放
水
を
実
施
。
そ

の
後
、
ダ
ブ
ル
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
ノ
ズ
ル

の
使
用
や
、
長
期
的
な
活
動
を
想
定
し

て
タ
レ
ッ
ト
放
水
に
切
り
替
え
る
な
ど
、

効
率
的
な
消
火
活
動
を
実
施
し
た
。
ま

た
、
消
防
隊
の
放
水
と
並
行
し
て
、
施

設
職
員
の
操
作
に
よ
り
放
水
銃
か
ら
の

放
水
も
継
続
し
て
実
施
し
た
。

火
災
の
中
期
以
降
ご
み
ピ
ッ
ト
内
の

状
況
が
変
化
し
屋
内
進
入
が
可
能
と

な
っ
た
た
め
、
消
火
隊
及
び
救
助
隊
が

５
階
ご
み
ピ
ッ
ト
内
の
安
全
な
場
所
に

転
進
、
連
結
送
水
管
の
放
水
口
よ
り

ホ
ー
ス
延
長
。
面
体
着
装
後
、
熱
画
像

直
視
装
置
を
使
用
し
、
熱
源
を
確
認
し

な
が
ら
の
俯
瞰
注
水
を
実
施
し
た
。
俯

瞰
注
水
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
効

率
よ
く
燃
焼
実
態
に
注
水
す
る
こ
と
が

可
能
と
な
り
鎮
圧
及
び
鎮
火
に
至
っ
た
。

■
大
阪
広
域
環
境
施
設
組
合
廃
棄
物

　処
理
場
に
つ
い
て

大
阪
広
域
環
境
施
設
組
合
は
、
大
阪

市
、
八
尾
市
、
松
原
市
、
守
口
市
か
ら

排
出
さ
れ
る
一
般
廃
棄
物
の
焼
却
処
理
、

埋
立
処
分
を
共
同
で
行
う
一
部
事
務
組

北
方
面
隊

一 

般
廃
棄
物
処
理
施
設
内
に
お
け
る
火
災

合
で
あ
り
、
２
０
１
４
年
に
設
立
さ
れ

た
。
廃
棄
物
処
理
施
設
は
大
阪
市
内
に

６
カ
所
存
在
し
、
１
カ
所
あ
た
り
１
日

最
大
約
９
０
０
ｔ
の
ご
み
を
焼
却
し
て

い
る
。
24
時
間
３
６
５
日
稼
働
し
、
施

設
職
員
も
常
駐
す
る
施
設
で
あ
る
。

塵
芥
収
集
車
に
よ
っ
て
収
集
さ
れ
た

ご
み
は
ご
み
投
入
扉（
施
設
断
面
図
中

（
以
下
、「
図
中
」と
す
る
）①
）よ
り
投
入

さ
れ
、
ご
み
ピ
ッ
ト
内（
図
中
②
）に
集

積
さ
れ
る
。
集
積
さ
れ
た
ご
み
は
ご
み

ク
レ
ー
ン
操
作
室
で
の
遠
隔
操
作
に
よ

り
ご
み
ク
レ
ー
ン（
図
中
③
）を
操
作
し
、

投
入
ホ
ッ
パ（
図
中
④
）ま
で
運
ば
れ
、

焼
却
炉
へ
と
進
み
焼
却
に
至
る
。
施
設

内
に
は
、
焼
却
炉
の
稼
働
状
況
を
は
じ

め
、
貯
留
し
て
い
る
ご
み
の
量
や
ご
み

の
温
度
検
知
を
行
う
設
備
が
あ
り
、
ご

み
が
一
定
温
度
以
上
に
な
れ
ば
施
設
に

設
置
さ
れ
た
放
水
銃
が
自
動（
手
動
も

可
）作
動
し
消
火
を
行
う
。

■
活
動
の
ポ
イ
ン
ト

本
施
設
は
広
大
な
敷
地
面
積
が
あ
り
、

施
設
内
部
の
構
造
も
複
雑
で
あ
っ
た
。

そ
う
し
た
施
設
で
の
火
災
は
、
早
期
に

災
害
点
の
確
認
や
燃
焼
状
況
等
の
情
報

を
収
集
の
う
え
、
収
集
し
た
情
報
を
も

と
に
活
動
方
針
を
決
定
し
、
出
場
隊
で

共
通
認
識
を
持
っ
て
活
動
す
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
。

本
火
災
は
、
ご
み
を
集
積
す
る
ご
み

ピ
ッ
ト
内
で
発
生
し
て
い
る
。
ご
み

ピ
ッ
ト
内
は
十
数
メ
ー
ト
ル
の
深
さ
が

あ
り
４
、５
階
層
分
の
高
さ
を
有
し
て

い
る
。
ピ
ッ
ト
内
で
火
災
が
発
生
し
た

際
の
活
動
ポ
イ
ン
ト
を
３
点
紹
介
す
る
。

①
　
消
火
活
動
場
所

ご
み
投
入
扉
か
ら
の
放
水
は
注
水

死
角
部
分
が
あ
り
、
ご
み
ピ
ッ
ト
内

の
全
て
の
ご
み
に
対
し
て
有
効
な
放

水
と
は
な
ら
な
い
た
め
、
上
階
か
ら

の
俯
瞰
注
水
が
で
き
る
位
置
に
筒
先

部
署
し
俯
瞰
注
水
す
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。

②
　
施
設
に
設
置
さ
れ
て
い
る
設
備
の

 

活
用

本
施
設
に
は
連
結
送
水
管
、
放
水

銃
等
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら

を
有
効
活
用
す
る
こ
と
で
効
率
的
な

消
火
活
動
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
今
回
の
火
災
で
は
、
放
水
銃
や

ピ
ッ
ト
内
の
排
煙
設
備
を
操
作
し
て

い
る
施
設
職
員
と
連
携
し
た
活
動
が

実
施
さ
れ
て
い
た
。

③
　
資
器
材
の
有
効
活
用
及
び
連
携
し

 

た
活
動

ピ
ッ
ト
内
が
濃
煙
の
場
合
は
熱
画

像
直
視
装
置
等
を
使
用
し
、
熱
源
の

確
認
作
業
と
並
行
し
て
の
消
火
活
動

が
必
要
と
な
る
た
め
、
消
火
隊
と
救

助
隊
が
連
携
し
た
活
動
を
行
う
こ
と

が
重
要
で
あ
る
。
ま
た
、
タ
レ
ッ
ト

や
ク
ロ
ス
フ
ァ
イ
ヤ
ー
放
水
銃
な
ど
、

長
時
間
放
水
に
適
し
た
放
水
器
具
の

使
用
も
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。

■
ま
と
め

本
施
設
は
広
大
な
敷
地
面
積
か
つ
複

雑
な
内
部
構
造
で
あ
り
、
ま
た
周
辺
の

水
利
状
況
も
充
足
し
て
い
る
と
は
言
え

な
い
状
況
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
施

設
で
の
火
災
は
消
火
活
動
が
難
航
す
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
ま
た
、
同
様
の

施
設
は
Ｈ
管
内
だ
け
で
は
な
く
市
内
に

複
数
存
在
し
て
い
る
た
め
、
該
当
署
及

び
近
隣
署
は
警
防
調
査
や
図
上
訓
練
等

を
実
施
し
、
施
設
の
特
徴
や
活
動
の
ポ

イ
ン
ト
を
理
解
し
て
お
く
こ
と
で
火
災

の
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
こ
と
が
で

き
る
と
考
え
る
。
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